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Ⅰ 学校の教育目標 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 中期及び単年度の具体的目標 

１. 学校教育の基調 

VUCA の時代を迎え予測不可能な社会情勢の中で、我が国は、「Society5.0」を提唱し、最先端の科学技術

を基盤に社会課題を構築し、世界の持続的発展に貢献すると共に、先端科学技術と社会が調和した「誰一人取

り残さない」社会（インクルーシブ社会）を実現することが急務となっている。 

このような時代にあって、学校教育には、子どもたちが不確実な変化に主体的に向き合い、他者と協働して課題を

解決していくことや、様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し、正確に取り扱い再構成するなどして新

たな価値を見いだしていくこと、ICT を駆使するなどして不確実な状況変化の中で協働的に目的を成し遂げるこ

とが求められている。 

令和３年度から、清園中学校区で南ブロック SMS プロジェクトを立ち上げ、義務教育の９年間をより一層充実

させるために、スローガンを「利他共生～foryou,with you～」と掲げ、『15歳を迎えた清園中学校の生徒の姿を

「自分には良いところがある」と力強く言える生徒』をゴールに設定した。３校で児童生徒の自己有用感を高める

教育活動を推進するために、小中連携はもちろん小小連携も進めている。 

また、「子どもと創る授業づくり」を３校連携のもう一つの柱に据え、教職員が主体的に授業づくりに取り組んで

きた。強固な地域との結びつきを再構築するためには、清園中学校区学校運営協議会を立ち上げ、令和 5 年度

にはウイズコロナの気流にのり、地域とつながる教育活動を再開することができた。Society5.0 時代の要請と社

会の信頼に応え、地域と共に未来に向けて充実した学校の教育活動を推し進める。 

 

 

 

 

推進校 岩見沢市立志文小学校 

校長名 小 玉   剛 教職員数 26名 

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 特別支援 計 

学級数 １ 1 ２ 1 １ 1 ４ 11（４） 

児童数 23 26 38 29 27 35 7 185 

住 所 

電 話 

F A X 

E-mail 

岩見沢市志文町１６１－１ 

０１２６－２２－４６８９ 

０１２６－２２－９８８４ 

shibuns@edu.hamanasu.com 

学 校 教 育 目 標 

《考える子ども》広い視野から問題を捉え、意欲を持って問題解決できる子ども 

《がんばる子ども》自己や集団の目標実現のため、強い意志をもって粘り強くやり抜く子ども 

 《励まし合う子ども》認め合い、磨き合って、自己や集団を高めていく子ども 
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２．清園中学校区３校連携スローガン 

◆利他共生―for you , with you― 

◆自分で決めた！挑戦できた！と力強く言える学校・子どもに 

スローガンに掲げた「利他」とは誰かのために自分を生かすこと、「共生」は共に生きることである。 

誰かの役にたった、誰かに喜んでもらえた等、他者との関係の中で育まれる「自己有用感」に着目し芯柱にすえ

た。他者と協働する教育活動の中で自己有用感を高めることが出来れば、自己肯定感（自尊感情）の獲得につ

ながり、ありのままの自分を受け入れ、未来の可能性を信じ挑戦できる児童生徒を育むことが出来るのではない

だろうか。 

清園中学校区３校は、仲間との絆を強くし、互いを尊重して認め合い、助け合い、決していじめなどのない居心

地の良い学校づくりによって「自己有用感」を高めることを目指します。 

 

３．志文小学校学校教育目標 

想像力・協働性に富んだ人間性豊かな子の育成 

【考える子ども】 ※自ら【考えることに挑戦する子ども】の育成 

・基本の大切さを知り、自分の可能性を信じ、主体的に学びに向かい、他者と協働して課題を解決しようとす 

る子ども 

【がんばる子ども】 ※自ら【がんばる（続ける）ことに挑戦する子ども】の育成 

・自己肯定感を高く持ち、健康で基礎的な体力を備え、向上心をもって努力する子ども 

【励まし合う子ども】 ※自ら【励まし合うことに挑戦する子ども】の育成 

・自己有用感を高め、想像力豊かに他人と協働し、自分自身や集団を向上させようとする子ども 

※自己肯定感～ありのままの自分を肯定的に受け止めることの出来る感情をさす。 

自己有用感～誰かの役に立っている、貢献している等自分が有用であると思える感情をさす。 

 

Ⅲ 各種具体的な計画 

１．経営方針 

（１）支持的・親和的な学級経営を基盤に日常授業で未来につながる資質・能力を育む。 

（２）すべての教育活動で児童一人一人に寄り添った発達支持的な生徒指導を実践する。 

（３）ブロックや分掌､各特別委員会等の活動を充実させ、組織的な学校経営を進める。 

（４）保護者や地域との連携を大切にし、子どもの姿で説明責任を果たす。 

 

２．学校経営の重点 

最上位の目標は「教育は人を育てることを通して未来を創造する営みである」ことをふまえ、「未来の社会でよ

りよく生きていくための資質・能力を育む」ことである。コロナ禍の社会は、まさしく予測が困難な社会であり、劇的

に変化している。変化の渦の中、多様な考え、多様な価値観がぶつかりあう社会情勢の中で、私たち教職員には、

「子どもたちがよりよく生きるために必要な力は何か。」を組織として見出しながら教育活動を行っていくことが求

められている。「子どもたちがよりよく生きるために必要な力とは何か」を見出すには、授業観や指導観を日々見つ

め直し、日常的に教職員間の関わり、教師と子どもとの関わり、教師と保護者との関わり、教師と地域住民との関

わりを丁寧に行いながら、子どもを取り巻く人々が「新しい時代に対応できる力とは何か」を常に問い続けていか

なければならない。 
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志文小学校の強みは、素直で明朗な児童と豊かな地域素材、そして地域人材や保護者にある。各学年３０人程

度の在籍で１学級と２学級が混在しているものの、工夫することで十分な体験活動や外部の人材を活用した豊か

な学びを展開させることができる。地域資源に目を向けると、岩見沢の特産にかかわる場所や協力をしたいという

思いを秘めている人々等のリソースにあふれていることがわかる。また、教職員にあっても全校の児童を知り、全教

職員で全児童の指導や成長に関わることができる学校規模と言える。一方、個性や考え方を固定化され、自由な

発想や新たな挑戦を表明しにくくなると、自己肯定感や自己有用感が低くなる可能性が高くなる。 

目の前にいる子どもたちが、未来を豊かにしなやかに生きぬくために、「私たちは、子どもの未来にふれている」

ことを胸に学校教育活動を構築し、よりよい社会で幸せになるための教育実践を推進し、全教職員で志文小学校

のすべての子どもたちの幸せな未来を目指し協働体制をとって教育活動を実践しなければならない。 

 

■重点目標 

【重点目標１ 「子どもが主体的に学ぶ日常授業」への質的改善】 

・「子どもと創る授業」を基本に「子どもが主体的に学ぶ日常授業」の実践を積み重ね、志文小学校として全 

教職員が共に目指すという共通の授業観を構築し、授業の質的改善を図る。 

・主体的な学びを支える発達段階に応じた「学習スキル」「学習ルール」を確実に定着させ、「自立した学習 

者」を育成する授業に全教職員で取り組む。 

・一人一台端末の活用推進とよりよく生きるための情報活用能力の育成を図る。 

・教育課程にＳＤＧｓを位置づけ、社会の構成員として自分自身の学びを活かしていく姿勢を育む。 

・授業時数特例校制度を活用したカリキュラム・マネジメントに基づく特色ある教育の推進 

【重点目標２ 心の教育】一人一人が認められ安心できる教育活動の推進 

・発達支持的生徒指導を実践し、ピアサポート等の推進により支持的・親和的な学校風土を創り上げる。 

・「自己有用感を高める教育活動」を展開させる。 

・SMS３校の児童会・生徒会活動を連携させ、自主的な活動を保障する。 

・学校行事での児童の意見を反映する取組を増やす。 

・「考え議論する」道徳授業実践を積み重ねる。 

【重点目標３ つながりあう教育活動】異校種・地域・家庭との連携の充実 

・義務教育９年間を見通した計画的・継続的な教育課程の充実を図る。 

・キャリア教育や防災教育・総合的な学習の時間の９年間を見通したカリキュラムを確立する。 

・SMS３校の児童会活動と生徒会活動を連動させる。 

・保護者や外部人材との対話を大切にして、家庭・地域との連携を推進する。 

・学校運営協議会を活性化し、地域と共に「社会に開かれた教育課程」を実現させる。 

・地域コーディネーターの配置と活用をする。 

・地域資源と地域人材の掘り起こしと教育活動への活用をする。 

【重点目標４ 組織的な学校運営の推進】 

・学校課題の解決に対して、調整会議を中心に校内特別委員会を活用し、多様な課題に対応するために常 

に複数体制で取組をすすめる。 

・各種調査等は、RG-PDCAサイクルを組織的に展開する。 

・校内組織を見直して業務改善に取り組み、子どもと向き合う時間や授業実践の取組の時間確保を図る。 

・服務規律の徹底と教職員のメンタルヘルスの保持増進に取り組む。 
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３．具体的施策 

（１）新しい時代に対応できる力の育成  

①「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す授業づくり 

・「自立した学習者」の育成をめざす授業観の統一と実践 

・発達段階に合わせた「学習ルールの徹底」「学習スキルの向上」 

・学力の現状分析と数値目標の設定及びその達成に向けた具体策（学びの時間・志文タイム）の活用 

・授業との連携を図った自主的な家庭学習（けテぶれ学習法）の充実による学習習慣の定着 

②自己の成長を実感し、誰もが達成感を持てる授業づくり 

・子どもが自己肯定感を高め、次の学びへとつなげる体験活動の充実 

・生徒指導の機能を生かした、自己の変容が実感できる授業づくり 

・地域全体で子どもの学びを支援する学校・家庭・地域が連携・協働した取組の推進 

・キャリアパスポートを活用し自己の成長を振り返る活動の充実と地域・保護者との連携 

③自ら未来を切り開いていくための力を育てる授業づくり 

・地域人材を活用し、地域資源を活用した「ふるさと教育」の推進 

・将来の生き方や望ましい職業観・勤労観を育むキャリア教育の推進 

・他者意識を育み、考えを伝え合う活動の充実 

・自らの判断で命を守ることができる力を育成する健康・安全教育の推進 

（２）豊かな人間性と健やかな体を育成する教育の推進  

・新体力テストによる体力の実態把握と体力向上のための運動の習慣化(１校１実践) 

・「傾聴・受容・共感」の学校風土の醸成と支持的・親和的で安心できる居場所づくり 

・教育相談や日常の相談活動を活用した児童、保護者との信頼関係の構築 

・「考え議論する道徳」の充実 

・自らの判断で命を守ることができる力を育成する実効性のある安全教育・各種訓練 

（３）育ちと学びを支える教育環境の充実 

・全教職員による全児童の心に寄り添う指導の推進 

・「岩見沢市いじめ防止基本方針」「志文小学校いじめ防止基本方針」に基づくいじめ対応の充実 

・子ども一人一人の能力や可能性を伸ばす特別支援教育の充実 

・キャリアステージやライフステージに応じた必要な資質・能力の育成をめざした教職員研修の充実  

（４）信頼と期待に応える開かれた学校づくり  

・清園中学校区コミュニティエリア活動の充実（中学校卒業までを見通した教育活動への転換）  

・保護者や地域住民の思いを活かした教育活動・学校運営の改善・充実 

・学びの連続性を実現する保・幼・小・中・高・大と連携・協力した教育活動の推進  

・地域連携への積極的な意識改革（地域とのつながりを重視した授業実践・物的人的素材の活用等）  

・教育活動へ焦点化するための業務改善（学級事務の軽減の工夫） 
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Ⅳ 各種評価結果と改善策 
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